
【苦しいときに・・・】

「苦しいとき・流れが悪いとき

に、どういったプレーができ

るか・どういった気持ちでコ

ートに立てるか。」

こ の チ ー ム

の 結 成 以 来 、

ず っ と 言 い 続

け て き た こ と

です。昨日も、調子のいいとき

・自分たちの流れのときは、と

てもいい表情で、“攻める”と

いう気持ちを前面に出してプレ

ーしていました。しかし、苦し

いとき・流れの悪いときは、表

情・雰囲気も悪く、気持ちの面

でも受けてしまい、どうしても

“逃げたプレー”になってしま

っていました。

バレーボールでは１セットを

戦う中で、必ず“流れ”があり

ます。自分たちの流れの時間・

状況をいかに長くし、相手チー

ムの流れの時間・状況をできる

だけ早く断ち切るかが勝負のポ

イントになります。この部分は、

まだ練習でもできていないこと

です。やはり練習

でできないことは

本番（練習試合も

含む）でもできま

せん。大会前での

大きな課題です。
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“自信”と“過信”！
○雰囲気づくり←コートに立っている人はもち

ろん、コートの外で応援している人も含め、

みんなで“試合・大会”の雰囲気をつくって

いこう！

○攻める気持ち←スパイクやサーブだけでなく、

レシーブやブロックなど全てのプレーにおい

て、攻める気持ちもってプレーしよう！

○勝敗にこだわる←内容も大切ですが、２５－

２３でも、３０－２８でもいいので、全ての

セットにおいて“勝つこと”にこだわろう！

昨日の練習試合の前に、みんな

に与えた課題です。一日を終え振

り返ってみて、どれくらい課題を

達成できたでしょうか。今まで勝

ちきることができなかった旭西中

や石尾台中に３セットとも落とさなかったこと

は、大きな収穫でしょう。また、“雰囲気”とい

う面でも自分たちの雰囲気でやっていこうとい

う気持ちは十分に伝わってきました。

昨日一日の内容・結果は、確かな自信として

心に残しておけばいいと思います。しかし、昨

日の最後にも話をしましたが、“自信”をもつこ

とはいいことですが、“過信”してしまってはそ

れ以上の成長はありません。今回に満足せず、

さらに上を目指し、さらにチーム力を高めよう

という気持ちで取り組んでいきましょう。まだ

このチームは成長していけますし、成長してい

かなくてはいけません。


